
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「全力の演技で舞台を盛り上げよう」 
 校長 平野 真由美 

 

 本日から体育館での学芸会練習がスタートし、１１月１７日・１８日に開催される学芸会までのカウント

ダウンが始まりました。私にとって鳩森小学校での学芸会は２回目です。１回目の一昨年度はコロナ禍で、

マスクを着用しての実施という苦渋の決断をしました。制約の多い毎日の中で、それでも生き生きと演じる

子供たちに、伝わってくる思いに、感動の涙を流した記憶がよみがえってきます。 

 劇では子供たち一人一人が役を演じるのですが、役を演じるおもしろさは、自分ではない他人の人生を生

きることだと思っています。そのような醍醐味を感じながら、子供たちには学芸会を通じて、次のような体

験をしてもらえたらと願っています。 
 

 感じ………想像力を駆使する。  
 劇づくりに欠かせない台本ですが、台本に書かれているのは文字だけです。演じるにあたり、その文字か

らたくさんのことを想像しなければなりません。自分が演じる役の人はどのような人生を生きている人なの

だろう。どのような性格なのだろう。何が好きで、何が嫌いなのだろう。想像力を駆使して、役を作り上げ

ていきます。 

 そして、台本を読みながら、自分自身ではなく、自分が演じる役の人がどのように感じているのかを考え

ていきます。ここでも想像力を駆使しなければなりません。そして、この想像力の使い方は、自分以外の人

がどう物事を感じ捉えているのかという相手の立場に立つ練習にもなります。 
 

 かかわり………納得解を見付ける。  

 台本を読んで読み取ったことを、言葉や動きにして、表現をします。このときに、自分自身ではなく、役

の人として表現をしていきます。自分を脱ぎ捨てるか、他人を着るかはその子次第。観客にとっては、そこ

も見所の一つです。 

 また、劇の中では、他の役の人とのやり取りが発生します。自分の演じ方と相手の演じ方のすり合わせが

必要となります。すり合わせはスムーズにいくときもあれば、いかないときもあるでしょう。そのようなと

きは、自分の思いや考えを伝え合い、話し合って、自分も相手も納得できる、納得解を見付けてほしいと思

っています。 
 

 つくる………みんなで一つものをつくる。  

 最終的には文字どおり、劇をつくります。劇は一人ではできません。一人芝居というジャンルもあります

が、それでも照明や音響などのスタッフが必要です。一人の力ではできなくても、みんなの力を合わせれば

すごいことができるという経験を子供たちに味わってほしいです。 

 今年度の学芸会のスローガンは、「全力の演技で舞台を盛り上げよう」です。劇は観てくれるお客さんがい

て始めて成立します。お客さんに喜んでもらえるよう、練習から全力で取り組んで、本番当日、最高の舞台

を見せてくれると信じています。特に高学年は、お客さんに劇を通して何を伝えたいのか、同じイメージを

もてるところまで高めていってほしいと思います。 

 

 今年度は演じる側の子供たちにも、観客の皆さんにも制限はございません。また、今年度は開設以来初の

試みとして、ちはと学級も１本、劇を演じます。御自身のお子さんの劇はもちろん、他の学級の劇も御観賞

いただき、惜しみない拍手を送っていただけましたら幸いです。 

      
ＨＡＴＯＭＯＲＩ ＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹ ＳＣＨＯＯＬ 
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４年担任 税所 泰行 長田 拓 

一番楽しかったことは、宿にあるプールでの時間です。なぜなら、プールはとても広く、みんなが持ってきた水
鉄砲などで撃ち合ったり、温泉のような場所で温まったりしたのが気持ちよかったからです。   

 一番楽しかったことは、磯遊びです。なぜなら、水が冷たくて気持ちがよく、カニを捕まえたり、貝殻を拾った
り、魚を探したり、同じ場所でいろいろなことができたからです。                

僕が一番楽しかったことは、河津七滝のハイキングです。なぜなら、近くの森では、たくさんの動物の声が聞こ
え、滝の水の色がとてもきれいだったからです。また行ってみたいです。              

私が河津で一番楽しかったことは、星空観察です。普段はあまり出かけて星を見に行くことがなかったので、と
ても楽しかったです。東京ではあまり星は見えないけれど、河津はとてもきれいでした。     

 一番楽しかったことは磯遊びです。なぜなら、みんなで貝やシーグラスをたくさん拾ったり、砂で山を作ったり、
穴をほったりして楽しかったからです。５年生での宿泊も楽しみです。              

河津での思い出で一番印象に残ったのは海です。僕は海に一回しか行ったことがないので、二回目の海でした。
久しぶりの河津はとても楽しかったです。また来年も行きたいです。                                                       

プールで水鉄砲で当て合ったり、温泉に一緒に入って温まったり、家から持ってきたなぞなぞブックで問題を出
したり、ご飯を一緒に食べたりと、みんなで一緒に過ごす時間がとても楽しかったです。      

一番楽しかったことはプールです。みんなで水鉄砲で撃ち合ったり、バタ足で泳いだりして楽しかったです。前
よりバタ足がうまくなったのがうれしかったです。５年生での宿泊も楽しみです。        

河津で楽しかったのはハイキングです。河津七滝の最初の釜滝では、虹が出ていてきれいでした。少し滝の水が
かかったのも気持ちよかったです。二つの川が合流する出合滝もきれいでした。        

河津自然体験教室で楽しかったことは、部屋でやったトランプなどのゲームです。なぜなら、学校ではできない
遊びで、楽しかったからです。次の宿泊学習も楽しみです。                   

私が河津に行って一番楽しかったことは磯遊びで不思議な模様の貝や、いろいろな色のガラスを拾ったことで
す。見たことのない貝もいっぱいいてびっくりしました。またいつか行ってみたいです。      

河津で一番楽しかったのは、河津七滝巡りです。なぜなら、友達と話をしながら歩いたり、虹を見たりできて、
渋谷ではなかなかふれ合えない自然にふれ合えて楽しかったからです。             

僕が楽しかったことは、プールで遊んだことです。理由は、プールが貸し切りで、自由に泳いだり、水鉄砲で遊
んだりできたからです。５年生での宿泊も楽しみです。                    

僕は、磯遊びが一番印象に残っています。理由は、海がとてもきれいで、不思議な貝や魚がいて、とても楽しか
ったからです。砂を掘って、大きな穴を友達と作ったこともいい思い出になりました。       

河津自然教室で楽しかったことはプールです。学校のプールよりも大きかったです。あと、部屋で長田先生と若
菜先生とぼくでウノをしたことが楽しかったです。ご飯もごうかでおいしかったです。       

河津で一番楽しかったのは、部屋でのレクリエーションで持ってきたカードゲームです。とても盛り上がりまし
た。宿泊学習を通して、みんなとの仲がもっと深まりました。                 

河津で一番楽しかった事は２日目の磯遊びです。砂浜の砂は白く、海岸にはゴミは落ちていませんでした。その
砂でていぼうを作ったことが河津での一番の思い出になりました。                

僕は、ハイキングが楽しかったです。途中の道がアスレチックみたいで楽しかったし、七滝の歴史が面白かった
です。また、景色がきれいで思い出になりました。                      

河津自然体験教室で一番楽しかったことは宿でやったカードゲームの「犯人は踊る」です。勝ったり負けたりし
て白熱しました。友達と部屋で過ごす時間はとても楽しかったです。               

僕が河津で一番楽しかったことは、七滝での紙芝居です。理由は、七滝についての紙芝居が勉強になり、いろい
ろな滝を見ることができてうれしかったからです。                       

河津で一番印象に残っていることは、星空観察です。秋にしか見られない星座なども見付けることができてとて
もうれしかったです。北極星など、理科の授業で学習した星も見付けられてよかったです。   

僕が、河津に行って一番楽しかったことは、プールです。水鉄砲で友達と水をかけ合ったり泳いだりして楽しか
ったです。二番目は、ナイトウォークです。いろんな星が見られてよかったです。        

僕が河津に行って印象に残っているのは、磯遊びです。みんなで蟹を捕まえたり、魚を見付けたり、砂でお城や
山をみんなで作ったのが楽しかったです。５年生での宿泊も楽しみです。             

僕が一番楽しかったことは、プールでみんなと水鉄砲を撃ち合ったことです。浮き輪で浮かぶのも楽しかったで
す。プールの横の温泉も温かく、とても気持ちよかったです。           

河津で一番楽しかったことは、部屋での時間です。みんなと一緒にカードゲームやルービックキューブをしてと
ても楽しかったです。学校ではできない遊びが、部屋のみんなとできてよかったです。       

プールが一番楽しかったです。ハイキングをして暑かったけれど、それがすべて吹き飛んで、気持ちよかったで
す。特に水鉄砲で撃ち合ったのが楽しく、あっという間の時間でした。             

河津で一番楽しかったことは、磯遊びです。理由は、磯できれいな貝がらやシーグラスを拾うことができたのが
楽しかったからです。砂浜で山を作ったのも楽しかったです。５年生の宿泊も楽しみです。      

一番楽しかったことは、プールです。なぜなら、プールが温かく、みんなで水鉄砲で撃ち合ったのが楽しかった
からです。家族や友達と行ったこともありましたが、みんなとの時間も楽しかったです。       

楽しかったことは、砂浜で作った砂の城です。理由は、苦労しながらも協力して砂の城を作り、いい作品ができ
たからです。周りのものと比べてみて大きく作ることができたので達成感がありました。      

一番楽しかったことは、河津七滝でのハイキングです。その中でも、ヘビ滝の形が面白かったです。たくさん自
然と触れ合うことができて、とてもうれしかったです。                  

 

河津自然体験教室に行った思い出！ 



 

 

 

図工専科 鈴木 寛明 

図工の授業では、自分が感じたことや友達の作品のよさを見付けることを大切にしながら活動に取り

組んでいます。今回は１・２・３年生の授業の様子を御紹介します。 

 

                    

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生「                   」 

１年生「                  」 

 紙箱や筒を使って、動物を表す活動をしました。開け閉め

できる箱を使い、ぱかぱかと開く口をつくったり、筒を使っ

て足をつくったり、その足に肉球をつけてみたり、次々に面

白いアイデアが飛び出しました。紙箱や筒をくっつけるため

にはどうしたらいいか考え、のりやテープ使って取れないよ

うな工夫をしました。できた作品はキツツキやシーラカン

ス、パンダなど、個性豊かでそれぞれの作者の思いが詰まっ

たものになりました。楽しいピクニックの始まりです。 

 

３年生「               」 

 細長い厚紙を使って造形遊びの活動をしました。造形遊

びは、絵や立体に表す活動と違い、始めから作品をつくるこ

とを目的としていません。材料の特徴を基に、どういう表現

ができるか考え、友達のアイデアについて知り、学びを深め

ていきます。今回の活動では、厚紙を輪っかにしてつないで

みたり、折り目をつけてパズルをつくったりすることがで

きました。床の上には高速道路ができていました。お互いの

取組を共有することで、次々にアイデアが生まれていまし

た。 

 細長い紙を巻いて「くるくるペーパー」をつくって、それを

組み合わせてペーパークラフトをしました。紙は竹串の先を３

cm ほど割り、できた隙間に紙を挟みくるくると巻きました。

どのように表したら、筆やペンを使った表し方とは違う特徴を

生かせるかクラスで考え、友達の作品のよさに気付きながら表

していきました。巻き方により、形が変わったり、色と色の響

き合いを感じたりしながら活動しました。どの作品も可愛いら

しい作品になりました。 



 

 

 


